
異常気象時代における
医療機関の水害対策

埼玉県保険医協会 創立50周年記念事業

３つの基本方針 講演会 「ＥＢＭ」

【講 師】

地球温暖化の進行とともに、線状降水帯による豪雨が頻発し、洪水氾濫によ

る浸水被害が激甚化してきました。市街地に降る豪雨でも下水が溢れるという

内水氾濫でも起こります。最悪の場合、洪水氾濫と内水氾濫が同時に発生して

床上浸水になる危険も大きくなっています。その場合、１階の医療器具は水損

しませんか？水損すると被害は地震の場合より大きいです。このほかの被害と

対策についても詳述します。
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【日 時】
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PM7：30〜PM9：30

■□■申込み方法■□■ 締切：2022年12月14日（水）

本講演は、オンラインビデオ会議ツールZoomウェビナーを使用したライブ配信のＷＥ

Ｂ講演会です。視聴するには、 Zoomに事前登録が必要になります。協会ＨＰのホーム
画面「創立５０周年記念オンライン講演会等」をクリック、または右記コードをスマホ
等で読み取りお申込ください。

埼玉県保険医協会
〒330-0074 さいたま市浦和区北浦和４－２－２ アンリツビル５Ｆ
ＴＥＬ ０４８－８２４－７１３０ ＦＡＸ ０４８－８２４－７５４７

申込み
ＱＲコード

【開催方法】 ZoomウェビナーによるWEB方式（定員制限なし・参加費無料）

【参加対象】 保険医協会会員とその家族、スタッフ等関係者

【講演のポイント】


